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タ
イ

に
お
け

る

日
本

文

学

チ

ョ
ー
テ
イ
カ
プ

ラ
カ
ー
イ

・
ア

ッ
タ
ヤ

チ

ャ
ト

ゥ
ラ
セ
ン
パ
イ

ロ
ー
ト

・
マ
ッ
タ
ナ
ー

先
進
国
で
あ
る
日
本
が
タ
イ
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に

と
っ
て
、
憧
れ
の
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
日
ま
で

様
々
な
媒
体
を
通
じ
、
「
日
本
」
は
タ
イ
の
人
々
に
大
い
に
親
し
ま
れ
、

影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。
流
行
、
生
活
空
間
、
思
想
な
ど
様
々
な
レ

ベ
ル
で
日
本
の
文
化
に
興
味
を
抱
く
タ
イ
の
人
々
。
し
か
し
、
雑
誌
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
音
楽
な
ど
現
代
の
日
本
の
流
行
に
つ
い
て
の
情
報
は

た
く
さ
ん
得
て
い
る
一
方
、
日
本
文
学
に
つ
い
て
の
知
識
は
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
に
近
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
本
文
学
が
始
め
て
タ
イ
の

人
々
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
半
世
紀
前
の
こ
と
で
あ
る
。
約
五
十
年
と

い
う
期
間
を
経
て
、
「日
本
文
学
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の

か
ふ
り
か
え
つ
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一　

タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
教
育
と
研
究

タ
イ
で
は
、
日
本
に
興
味
が
あ
る
人
が
多
く
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本

に
つ
い
て
の
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
。
た
だ
し
、
経
済
、
政
治
、
社
会
、
歴

史
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
だ
が
、
日
本
文
学
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
盛

ん
で
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
タ
イ
人
は
少
な
く
は
な
い

が
、
日
本
文
学
に
興
味
を
持
つ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ

ン
大
学
助
教
授
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー
ー
ン
タ
ス
ワ
ン
氏
の
論
文
を
要
約
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
学
レ
ベ
ル
の
日
本
語
講
座
は

一
九
六
五
年
に
初
め
て
タ
マ
サ
ー

ト
大
学
で
開
か
れ
た
。
一
九
六
六
年
に
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
で

も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」ゝ
れ
ら
は
日
本
の
外
務
省
の
寄
贈

講
座
で
選
択
科
目
と
し
て
始
め
た
。
一
九
七
四
年
に
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ン
大
学
で
専
攻
科
目
に
昇
格
し
て
タ
イ
で
初
め
て
正
規
の
本
格

的
な
日
本
語
専
攻
コ
ー
ス
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
国
立

大
学
で
も
日
本
語
講
座
が
開
設
さ
れ
、
日
本
語
は
次
第
に
タ
イ
の

教
育
機
関
に
普
及
し
て
き
た
。
一
九
八
八
年
に
は
タ
イ
に
お
け
る

日
本
語
教
育
機
関
は
お
よ
そ
二
百
ほ
ど
で
、
学
習
者
は
ほ
ぼ
四
万

人
近
く
に
も
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
教
育
機
関
の
中
で
日

本
語
以
外
、
つ
ま
り
日
本
文
化
、
日
本
文
学
を
教
え
る
と
こ
ろ
は

非
常
に
少
な
い
。
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
日
本
語
講
座
で
は
、

「
日
本
文
学
史
」
は
必
修
科
目
だ
が
、
「日
本
近
代
文
学
」
は
選
択

科
目
な
の
で
、
や
は
り
日
本
文
学
に
興
味
を
持
つ
学
生
し
か
選
択

し
な
い
。
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Ｌ
番
聾
碁
口祥
罐
楊
ラ出響
結
赦れ
認
“

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
は
タ
イ
語
訳
の
日
本
近
代
文
学
短
編
選
の

第

一
集
～
第
五
集
を
出
版
し
た
。
第

一
集
～
第
三
集
は
日
本
語
講

座
の
学
生
と
先
生
の
協
力
の
結
果
で
、
日
本
語
講
座
の

「
日
本

近
代
文
学
」
の
授
業
で
四
年
生
が
各
自
で
作
品
を
選
ん
で
翻
訳
し

た
の
を
教
師
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
学
生
は
日
本
語
を
三
年

半
し
か
勉
強
し
て
い
な
い
う
え
に
、
日
本
文
化
の
背
景
に
対
す
る

知
識
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
担
当
教
師
並
び
に
日
本
人
教
師
の
指

導
と
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
代
表
的
な
作
品
を
タ
イ
語
に
訳
し

た
。
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
他
に
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
も
日
本

文
学
の
テ
キ
ス
ト
や
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
を
出
版
し
た
。
タ
イ

の
文
部
省
も
タ
イ
の
子
供
の
教
育
の
た
め
に
日
本
の
昔
話
を
タ
イ

語
に
多
く
翻
訳
さ
せ
た
。
例
え
ば
、　
一
九
八
〇
年
に

「
日
本
音

話
集
』
『
日
本
の
民
話
』
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
中
か
ら
面
白

い
昔
話
を
十
話
選
択
し
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
協
力
に
よ
っ

て
タ
イ
語
に
翻
訳
し
た
。
タ
イ
で
は
、
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
を

出
版
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
カ
ラ
ッ
ト
出
版
社
、
ヤ
オ
ワ

シ
ョ
ン
出
版
社
、
ド
ー
ク
ヤ
ー
出
版
社
、
ド
ア
ン
ガ
モ
ン
出
版
社
、

ピ
ー
ス
ア
出
版
社
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
基
金
も
奨
学
金

な
ど
の
制
度
を
設
け
て
、
日
本
文
学
の
翻
訳
を
奨
励
し
て
い
る
。

タ
イ
で
は
日
本
文
学
を
研
究
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
日
本
文

学
研
究
者
の
多
く
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
留
学
し
て
い
る
人
達
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
達
は
帰
国
し
た
後
、
日
本
文
学
を
研
究
し
続

け
る
よ
り
翻
訳
の
仕
事
に
向
か
っ
て
し
ま
う
。
タ
イ
で
は
日
本
文
学
を

知
る
人
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
日
本
文
学
を
研
究
し
て
論
文
を
書
い

て
も
、
読
ん
で
く
れ
る
人
が
い
な
い
。
一言
い
換
え
れ
ば
、
読
め
る
人
が

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
の
範
囲
を
広
め
る
た
め
、
翻

訳
の
仕
事
が
よ
り
先
に
な
す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
す
る
こ
と
よ
り
も
先
に
タ
イ
の
人
々
に
日
本

文
学
を
紹
介
し
、
日
本
文
学
に
触
れ
る
機
会
を
増
す
こ
と
は
必
要
な
の

で
あ
る
。

助

贅

誕

醐

ポ

マ
一
九 一
動
動
に
¨
¨
舞

”

ク

・
ス
リ
ヤ
ウ
オ

ン
パ
イ
サ
ー

ン
氏

の

「
Ｆ
”ｏ
『”只
↓ｇ

コ
く
〓

，
ｏ

妥

§

３

日
０
●
０
糧

ュ

リ
一Ｑ
∽ざ

「
手
Ｏ
ｚ
多

Ｊ

ｌ

き

、

一
九
九
七
年

の

モ
ン
タ
ー
・ピ
ム
ト
ー
ン
氏
の

「芥
川
龍
之
介
の
小
説
に
お
け
る
基
本

的
構
造
―
‐
「蜜
柑
」
と

「年
末
の

一
日
」
と
の
比
転
」
な
ど
が
あ
る
。

他
に
、
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
の
研
究
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
〇

年
の
ナ
イ
ヤ
ナ
ー
・
チ
ッ
ト
ラ
ン
サ
ン
氏
の
研
究
で
、
一
九
七
七
～

一

九
入
六
年
の
間
に
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
の
作
品
を
検
討
し
、

当
時
タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
ナ

イ
ヤ
ナ
ー
氏
に
よ
る
と
、
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
作
品
は
、
社

―-50-―



会
問
題
、
特
に

「死
」
を
主
題
に
し
た
も
の
が
最
も
多
く
、
「友
情
」
が

そ
の
次
と
な
る
。
ま
た
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
は
、
ほ
と
ん
ど
英

稀
珊
ろ ヵ、
ぉ
″
】
輛
総
Ｈ
帆
置
“
¨
練
¨
原
作
と
は
意
味
が
ず
れ
て
い
る

一
九
九
九
年
に
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー
・
シ
タ
ス
ワ
ン
氏
の
「
タ
イ
語
訳
の

日
本
文
学
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
十
三
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

は極̈
数務議凱け
・‐も勧表で』れ́
めヵ″ゥ計̈
『麺口”】婦岬知

節
の

「
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
」
で
述
べ
る
。

一
一　
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学

タ
イ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
は
ま
だ
少
な
く
、
歴
史
も
浅
く
て

五
十
年
に
な

っ
て
い
な
い
。
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
の
多
く

は
、
近
代
文
学
と
児
童
文
学
で
あ
る
。
次
に
、
先
述
の
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー

氏
の
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
の
年
表
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
の
年
表

芥
川
龍
之
介

『羅
生
門
」
と
他
の
短
編

川
端
康
成

『雪
国
』

三
島
由
紀
夫

『潮
騒
」

三
島
由
紀
夫

『午
後
の
曳
航
」

★

「
日
本
近
代
文
学
短
編
選
第

一
集
」
（チ
〓
フ
ロ
ン
コ

ン
大
学
）

・
国
木
田
独
歩

『春
の
鳥
」

。
森
鴎
外

『高
瀬
舟
』

。
志
賀
直
哉

『正
義
派
』

。
同

『小
僧
の
神
様
』

。
武
者
小
路
実
篤

『だ
る
ま
』

。
菊
池
寛

『入
れ
札
』

。
芥
川
龍
之
介

『蜜
柑
』

。
同

『杜
子
春
』

。
川
端
康
成

『伊
豆
の
踊
子
』

。
井
伏
鱒
二

『山
椒
魚
』

・
佐
多
稲
子

『キ
ャ
ラ
メ
ル
エ
場
か
ら
』

。
太
宰
治

『走
れ
メ
ロ
ス
」

小
林
多
喜
二

『蟹
工
船
』

★
芥
川
龍
之
介

『河
童
』

★

『
日
本
近
代
文
学
短
編
選
第
二
集
』

。
森
鴎
外

「山
椒
大
夫
』

。
有
島
武
郎

『
〓
房
の
葡
萄
』

九
五
四
年

九
六
六
年

九
六
七
年

九
六
九
年

徳
富
産
花

『不
如
帰
』

芥
川
龍
之
介

『羅
生
門
』
（藪
の
中
）

竹
山
道
雄

「ビ
ル
マ
の
竪
琴
』

川
端
康
成

『山
の
音
』

一
九
七

一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年



。
同

「僕
の
帽
子
』

・
同

『火
事
と
ポ
チ
』

・
芥
川
龍
之
介

『秋
』

・
尾
崎

一
雄

『華
燭
の
日
』

。
川
端
康
成

『水
月
』

・
横
光
利

一
『蠅
』

・
島
木
健
作

『赤
蛙
』

。
葉
山
嘉
樹

『淫
売
婦
』

。
林
芙
美
子

『風
琴
と
魚
の
町
』

・
堀
辰
雄

『
ル
ベ
ン
ス
の
戯
画
』

三
島
由
紀
夫
の
短
編
集

『憂
国
』

★

『
日
本
近
代
文
学
短
編
選
第
三
集
』

・
島
崎
藤
村

『
の
ぼ
し
た
』

・
佐
藤
春
夫

『
ス
ペ
イ
ン
犬
の
家
』

。
内
田
百
間

『昇
天
』

。
壼
井
栄

『柳
の
糸
』

。
井
伏
鱒
二

『屋
根
の
上
の
ス
ワ
ン
」

・
太
宰
治

『お
さ
ん
』

。
夏
目
漱
石

『夢
十
夜
』

。
開
高
健

「
パ
ニ
ッ
ク
』

・
阿
川
弘
之

『壇
と
お
こ
ぜ
』

。
丹
羽
文
雄

『厭
が
ら
せ
の
年
齢
』

谷
崎
潤

一
郎

『鍵
」

三
島
由
紀
夫

『憂
国
」
と
他
の
作
者
の
短
編

大
江
健
三
郎

『個
人
的
な
体
験
」

夏
目
漱
石

『坊

っ
ち
ゃ
ん
」

川
端
康
成

『雪
国
』

同

「千
羽
鶴
』

島
崎
藤
村

『破
戒
』

森
鴎
外

『雁
』

井
伏
鱒
二

『黒
い
雨
』

有
吉
佐
和
子

「華
岡
青
州
の
妻
』

太
宰
治

「斜
陽
』

川
端
康
成

『眠
れ
る
美
女
』

☆
高
木
敏
子

『ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
』

川
端
康
成

『古
都
』

灰
谷
健
次
郎

『兎
の
眼
』

竹
山
道
雄

『ビ
ル
マ
の
竪
琴
』

川
端
康
成
の
短
編
集

『伊
豆
の
踊
子
』

★
中
国
と
日
本
の
短
編

（チ
〓
フ
ロ
ン
コ
ン
大
学
）

川
端
康
成

「
み
ず
う
み
』

同

『名
人
」

★
『日
本
近
代
文
学
短
編
選
第
四
集
　
芥
川
龍
之
介
短

編
集
』
ム
羅
生
門
』

。
「藪
の
中
』

一
九
八
〇
年

一
九
八
二
年

一
九
人
三
年

一
九
八
五
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九

一
年

九 九
八 八
七 六
年 年



ム
芋
粥
』

ム
地
獄
変
」

二
戯
作
三
味
』

ム

ト

ロ

ッ
ニ

ム
白
』

・
ヨ
一つ
の
宝
』

九
九
二
年
　
　
安
部
公
房

『砂
の
女
」

九
九
五
年
　
★
夏
目
漱
石

『
こ
こ
ろ
」

九
九
八
年
　
★
「
日
本
近
代
文
学
短
編
選
第
五
集
　
太
宰
治
短
編

集
』ム
富
嶽
百
景
』

ム
女
生
徒
』

・
『駆
け
込
み
訴
え
』

ム
待
２

・
『ヴ
イ
ヨ
ン
の
妻
』

ム
赤
い
太
鼓
』

ム
桜
桃
」

ム
魚
服
記
』

（★
は
日
本
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
）

年
表
か
ら
見
え
る
よ
う
に
、
日
本
近
代
文
学
作
品
は
多
く
タ
イ
語
に

訳
さ
れ
た
。
一
方
、
古
代
文
学
作
品
の
方
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
九
七

九
年
に
日
本
古
代
文
学
作
品

「古
事
記
』
の
タ
イ
語
訳
が
出
た
が
、
原

作
の

『古
事
記
」
か
ら
訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の

学
生
た
ち
が
短
編
の

『古
事
記
物
語
」
か
ら
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

ま
で
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
古
代
文
学
は
こ
れ
し
か
な
い
よ
う
で
あ

２一
。タ
イ
語
訳
の
日
本
児
童
文
学
の
例
と
し
て
、
宮
川
ひ
ろ

「春
駒
の
う

た
」
、
「お
か
あ
さ
ん
の
つ
う
し
ん
ぼ
」
、
「先
生
の
つ
う
し
ん
ぼ
」
、
黒
柳

徹
子

『窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
、
松
谷
み
よ
子

『
ふ
た
り
の
イ
ー

ダ
」
、
「ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん
」
、
長
崎
源
之
助

「人
魚
が
く
れ
た
さ
く

ら
貝
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
方
も
多
少
訳

さ
れ
、
特
に
江
戸
川
乱
歩
の
作
品
が
多
い
。

卦
税
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー
氏
の
論
文
に
報
告
が

あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
戯
由
の
タ
イ
語
訳
と
し
て
、
「曾
根
崎
心
中
』
、

「心
中
天
網
島
』
、
「国
性
爺
合
戦
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
英
語
か
ら
訳

さ
れ
た
が
、
ま
だ
出
版
に
至
っ
て
い
な
い
。
あ
と
は
謡
曲
と
狂
言
で
日

本
語
か
ら
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は

「羽
衣
』
、
『葵

の
上
」
、
「高
砂
』
、
「忠
度
』
な
ど
で
あ
る
。
他
に

「箕
被
」
と

『附
子
」

の
タ
イ
語
訳
も
あ
る
。

最
近
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
作
品
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
新
し

い
も
の
が
出
ず
、
古
い
も
の
も
あ
ま
り
売
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
次
に
、

タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
作
品
の
翻
訳
状
況
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

〓
一　
タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
作
品
の
翻
訳
状
況
と
そ
の
問
題

―-53-―



約
二
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
一
九
七
七
～

一
九
人
六
年
の
日
本
文

峙
琳
「
和
嗣
諏
は
剣
』
律
『
訓
講
一
芸 っ
け
Ｘ
縄
型
¨
直
Ｈ
戸
け
脚
稀
漱

日
本
文
学
の
紹
介
は
非
常
に
少
な
く
、
文
化
の
影
響
力
と
し
て
弱
い
。

そ
れ
は
、
翻
訳
家
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。
第

一
に
、
日
本
語
の
言

語
能
力
が
十
分
な
翻
訳
家
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
英
語

訳
の
日
本
文
学
作
品
を
タ
イ
語
に
翻
訳
す
る
際
に
、
独
特
な
日
本
文
化

の
理
解
不
足
の
た
め
、
解
釈
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
原
作
と
の
ず

れ
が
生
じ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
二
十
年
経
っ
た
現
在
で
は
、
日
本
文
学
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
タ
イ
で
は
、
日
本
語
学
習
者
が

年
々
増
え
て
お
り
、
言
語
能
力
は
向
上
し
つ
つ
に
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
語
学
勉
強
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
日
常
生

活
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
い
、
専
門
的

な
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
日
本
文
学
の
場
合
は
言

語
の
み
で
は
な
く
、
感
覚
レ
ベ
ル
の
理
解
力
、
読
解
力
が
必
要
と
さ
れ

る
。
日
本
の
大
学
に
留
学
し
た
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
研
究
者
レ
ベ
ル
の

人
達
で
も
、
日
本
文
学
に
興
味
を
抱
い
て
研
究
す
る
人
は
き
わ
め
て
少

な
い
。
数
少
な
い
日
本
文
学
研
究
者
は
教
育
機
関
で
日
本
語
の
授
業
に

は
と
ん
ど
の
時
間
を
奪
わ
れ
、
研
究
そ
の
も
の
に
励
む
時
間
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
し
か
な
い
。
時
間
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
学
会
な
ど
日
本
文

学
を
研
究
す
る
た
め
の
具
体
的
な

「場
」
が
な
く
、
個
々
の
研
究
者
同

士
の
つ
な
が
り
も
薄
く
、
研
究
者
を
十
分
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
が
で

き
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
の
こ
と
よ
り
は
、
ま

ず
、
日
本
文
学
を
よ
り
多
く
紹
介
す
る
こ
と
が
優
先
と
な
る
。
日
本
文

学
の

「伝
え
役
」
と
し
て
、
翻
訳
家
と
し
て
の
役
割
が
際
立
っ
て
み
ら

れ
る
。
し
か
し
、
翻
訳
自
体
に
関
す
る
問
題
は
、
著
作
権
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
翻
訳
作
品
が
限
ら
れ
て
く
る
。
「今
ま
で
タ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
日

本
文
学
作
品
は
筋
書
き
に
変
化
が
乏
し
く
、
情
緒
に
富
ん
だ
作
品
が
多

い
う
え
に
、
ま
た
そ
の
話
が
あ
い
ま
い
な
の
で
、
変
化
に
富
ん
だ
作
品

が
好
き
な
タ
イ
人
に
と
っ
て
は
日
本
文
学
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
か
も

し
れ
な
」
」
と
い
っ
た
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー
氏
の
見
解
が
あ
る
。

人
間
内
部
を
描
く
作
品
は
、
特
に
タ
イ
人
に
は
理
解
し
づ
ら
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
受
け
入
れ
に
く
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
翻
訳
す
る
側
に

お
い
て
も
、
文
化
の
違
い
の
落
差
を
う
ま
く
言
葉
で
埋
め
ら
れ
な
く

て
、
読
者
側
に

「伝
わ
ら
な
い
」
結
果
と
な
る
。
今
日
に
至
っ
て
、
日

本
文
学
の
愛
読
者
は
ほ
ん
の

一
部
の
人
達
に
限
ら
れ
て
お
り
、
日
本
文

学
の
ニ
ー
ズ
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め
、
日
本
文
学
の
翻
訳
活
動
は

活
動
的
で
は
な
い
と
言
え
よ
鈍
。

二
十

一
世
紀
に
向
け
、
日
本
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
現
象
の
中
、
よ
り

多
く
の
タ
イ
の
人
々
が
日
本
文
学
に
触
れ
、
現
代
の
流
行
ば
か
り
で
な

く
、
日
本
人
の
精
神
性
な
ど
日
本
の
新
た
な

一
面
を
か
い
ま
見
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い

「文
化
の
交
流
」
が
出
来
る
よ
う
こ
れ
か
ら
先
大
い
に
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努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

注（１
）
カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー

・
シ
タ
ス
ワ
ン

「タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学
」
「境
界
と
日

本
文
学
―
翻
訳
と
そ
の
周
辺
」
国
文
学
研
究
資
料
館

・
一
九
九
九
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目
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）
ピ
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ッ
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・
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『川
端
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成
論
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（作
家
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作
品
の
紹
介
及
び
作

品
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
言
及
）
チ
ュ
ラ
出
版
社

・
一
九
九
二

（
４
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８

■
２
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色
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日
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】
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・

（５
）
モ
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ム
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ン

「芥
川
龍
之
介
の
小
説
に
お
け
る
基
本
的
構
造

‐―

「蜜
柑
」
と

「年
末
の

一
日
」
と
の
比
較
」
「チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
文

学
部
八
十
周
年
記
念
東
洋
文
学
論
集
』
チ
ュ
ラ
出
版
社

・
一
九
九
七

（６
）
前
掲

（２
）
論
文

（７
）
前
掲

（１
）
論
文

（８
）
前
掲

（１
）
論
文

（９
）
前
掲

（２
）
論
文

（
１０
）
前
掲

（１
）
論
文

（
Ｈ
）
翻
訳
状
況
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
付
属
出

版
社
の
編
集
者
及
び
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
講
師
と
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
か

ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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ｏ寿
”「
貯
二
厨
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ぢ
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本
学
大
学
院
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後
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程
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〓
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学
大
学
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期
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）
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